MTB-O World Cup

　開催日時：2003年 9月12日～14日
　初めての海外レース。
　地図を見ながら走ることは多くても、自転車レースの経験も少なく、オリエンテーリングはまだ数回しか
　やったことがない。
　前日のモデルイベントに出ず、ビール醸造所見学に行ってしまった事からも分かるように、
　旅行気分が抜けないままのレース出場となった。
9/12　Free Order
　フリーオーダーとは、全てのポストを好きな順で取って来る。
　1分前に地図を渡され、まずスタート地点・ゴール地点を確かめる。
　そこから、大体の回る順を確認し、地図をマップケースに折りたたんで入れる。
　もうその時点でもうスタートだった。
　よく考えず、舞い上がった状態でスタートする。
　結局、最初のポストまでで大ロストをし、地図外に出てしまい集中力は早くも切れてしまった。
　最初3つのポストを取るまでに60分以上を要した。
　更にマップケース台座の締め付けが甘く、途中で補強しなおすという、レース中にあるまじき状態。
　とりあえず完走はし、ビリにだけはならないで済んだ。
9/13　Long Distance
　今日は宿から会場まで10Km近くある。
　レンタカーを手配していない日本チームは自走である。まぁ、アップだと思ってゆっくり走った。
　ロングディスタンスだけあって、ロングレグが多かった。
　前半はモチベーションがまだ多少はあったが、転んだ勢いでマップケースが破損し手で持たなければ
　ならない状態になり、途中からの雨、行けると思った所に道がなくて引き戻ったりとやっているうちに
　モチベーションが途切れた。更に、誰もいないところで前転し、MTBが覆い被さってもがいていたりもした。
　周りに一緒に走る人がいないオリエンテーリングでは、モチベーション・闘争心を維持するのが
　かなり難しい。　
　この日も結局完走しただけ。結果はビリだった。
9/14　Short Distance
　前2日よりはモチベーションを保てたと思う。
　地図も前日と同範囲だったため、比較的道を覚えていて走りやすかった。
　しかし、力の差は歴然だった。
　もともと地図読み能力に経験の差があるのは当然ながら、自転車の走力もかなり違うものだった。
　女子下位選手は私と同様ミスはちょこちょこやっている様子だったが、その後のリカバリ・MTB走力で
　あっという間に引き離されて行った。
　結局この日も完走はしたが、ビリだった。
総合的に、自分の走力不足及び地図読み能力不足を見せ付けられた。
2日ビリ、1日ブービーというのは実力なんだなぁ、と痛感した。
スポンサードについて。

今回、ゴールドウィン殿、日本食研殿よりスポンサードを受けた。

・ゴールドウィン殿／ジャージ・レーパン

  半袖ジャージがフルジッパーで、脱ぎ着がしやすく、重宝した。

  デザイン的にもかなりカッコよかった。

  レーパンは丈が長めのデザインだった。

今までこの長さは使ったことがなかったが、こちらもデザイン的にカッコよかった。

  上下合わせたバランスも良かったと思う。

  また、パッドの形状・厚み共申し分のない良品だった。

  難点を言えば、レーパンの長さが長い分裾が狭く、レッグウォーマーを後から穿く場合に

苦労した事と、レディースのサイズ設定がないため、私には少し大きかった。

・日本食研殿／アミノ元気・バランスデイト

  アミノ元気は粉末ではなく、顆粒で飲みやすかった。

  バランスデイトはココア味、バナナ味共に美味しく食べることができた。

  レース前後の腹ごなしには、丁度いいパック分量だった。

ゴールドウィン殿、日本食研殿、スポンサードありがとうございました。

